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平成１６年１０月１３日

国 土 交 通 省

ユニバーサルデザインの考え方に基づく
バリアフリーのあり方を考える懇談会 の開催について（第１回）

１．懇談会開催の趣旨

◇ 建築物や公共施設、公共交通機関のバリアフリー化については、平成６年に制定された

「高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律（ハー

トビル法 」及び平成１２年度に制定された「高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利）

（ ）」 、 、用した移動の円滑化の促進に関する法律 交通バリアフリー法 等により これまでに

、 。段差の解消や視覚障害者誘導用ブロックの設置など 着実に整備が進んできたところです

◇ 平成１７年度以降、交通バリアフリー法等の見直しを実施することが定められておりま

すが、今後のバリアフリー施策を検討するに当たっては、ユニバーサルデザインという考

、 、え方に基づき 個々の施設が備えるべき基準のあり方や建築物と公共交通機関相互の連携

施設整備等のハード面のみならず人的介助等のソフト面も含めた施策の検討等が必要で

す。

◇ このため、関係者からなる懇談会を設け、総合的な観点から、今後のバリアフリー施策

のあり方について検討を行うものです。

２．開催要領

日 時 ； 平成１６年１０月１５日（金） １３：００～１５：００

場 所 ； メルパルク ４Ｆ 孔雀の間TOKYO
港区芝公園 ℡ （代）2-5-20 03-3433-7211

議 事 ； 公開します（頭撮り可）

※ 配布資料及び議事概要については、開催後にお知らせします。
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